
日経リサーチ、AI 活用で調査業務を革新。「ラボ型支援」に
よる環境構築で大幅な業務効率化とともに、全社的な AI 活
用文化を醸成

株式会社日経リサーチ

ビジネスの課題：AI 活用による調査業務の
効率向上と付加価値創出

日本経済新聞社グループの総合調査会社と
して、市場調査、社会調査、世論調査、企業調
査、経済データの収集・メンテナンス、調査
に関するシステム開発、コンサルティング
まで幅広く手がける日経リサーチ。同社の
経営企画室 R&D グループは、新規事業開
発支援、社内の業務効率化・最適化支援、自
社での新規事業開発を担当しており、その
一環として AI を活用したシステムの企画
にも取り組んでいます。
同社が本格的な AI 活用に乗り出した背景
には、調査業務全体での効率化というニー
ズがありました。「調査業務のさまざまなプ
ロセスにおいて、もっと効率化を図れるの
ではと思っていました。アンケートの実施、
データの収集、分析、レポート作成など、AI 
を活用してシステム化することに大きな可
能性があると考えたのです」と語るのは、経
営企画室 R&D グループ部長の高橋正剛氏
です。
近年の AI 技術の急速な進歩によって、効率
化だけでなく新たな付加価値創出の可能性
も見えてきていたと、経営企画室 R&D グ
ループ 部長補佐の太田祐介氏は語ります。
「集計表を AI に渡すと、非常に優れた分析
結果が出てきます。このような分析を活用
すれば、ジュニアクラスのリサーチ担当者
もより高度な提案ができるようになりま
す。幅広く AI を活用することが、お客様に
より付加価値の高いサービスを提供する機

会になると捉えました」
同社は、2024 年後半から AI 活用環境の
本格的な構築を開始。AWS 環境でのシステ
ム構築を選択した理由として、AWS の技術
に長けた開発会社が多く、学べる環境が充
実していることに加え、日本経済新聞社グ
ループとして AWS を利用していることも
選択の後押しとなったといいます。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：AWS パートナーのラボ型支
援により AI システムを柔軟に構築

AWS 環境で AI システムを構築するにあ
たって、日経リサーチは複数のパートナーを
比較検討して株式会社 Relic を選択しまし
た。提案内容への評価に加え、高橋氏が読ん
でいた Amazon Bedrock による生成アプ
リ開発に関する書籍の執筆者の一人が Relic 
の AI リードエンジニアである熊田寛氏
で、提案を受けた際、熊田氏本人に直接話が
聞けたのも安心材料になったといいます。
Relic の熊田氏は、日経リサーチへの提案
について次のように語ります。「当時は生成 
AI プロジェクトに関する決定的な成功事
例が広まっていなかったので、お客様の不
安を解消できるようできるだけレスポンス
を早くしながら、お客様の要件に最適なも
のをおすすめすることを意識しました」
また、日経リサーチが特に評価したのが、
Relic の「ラボ型支援」です。「突発的な課題
や要求にも柔軟に対応していただけるラボ
型支援の提案は、非常にありがたいもので
した。AI の進化は非常に早く、従来の手法

概要：市場調査・世論調査を手がける総合調査会社の株式会社日経リサーチは、AI 
技術を使った業務効率化と全社的な DX 推進に取り組んでいます。アマゾン ウェブ 
サービス（AWS）環境上に、AI と人が協働するワークフロー環境を構築。調査票生成や
企業情報調査など複数の業務プロセスで幅広く AI 活用を実現し、特定業務では最
大 50 分の 1 の効率化を達成。さらに、社内の AI 活用文化の醸成も進んでいます。

では時間がかかる課題も、新しい技術なら
簡単に解決できてしまうことも頻繁に発生
します。ラボ型の支援によって、適切な技術
を適切なタイミングで取り入れられると思
いました」（太田氏）
実際の環境には、複数の AWS 環境を組み
合わせた構成を採用。Amazon Elastic 
Compute Cloud（Amazon EC2）上に AI 
ワークフロー構築ツールを配置した環境に
は、調査票生成ワークフロー、企業情報調査
ワークフロー、セキュリティチェックワー
クフロー、社内マニュアルチャットボット
など、複数の AI ワークフローが稼働してい
ます。
また、技術検証用として Amazon Sage-
Maker の Code Editor を活用した開発環
境も整備しました。エンジニアがよく使う
環境をクラウド上に再現し、Amazon 
Bedrock と組み合わせた AI エージェント
の検証や、データ分析に利用している SAS 
言語によるコードの改修環境としても活用
しています。さらに、調査業務自動化の検証
用として、Amazon EC2（Windows）環境
でのブラウザ自動化ツールの適用性検証も
行いました。
Relic の熊田氏は AWS 環境の柔軟性や技
術的メリットについて、次のように語りま
す。「多様なサービスをビルディングブロッ
クのように組み合わせて、実現したいこと
をスムーズに環境構築できます。要件に合
わせてすぐにコストを抑えた状態で検証で
きますし、使わない場合はすぐやめられま
す。また、Anthropic など、外部企業の AI 
モデルの最新版が公開翌朝には使えるよう
になっているため、すぐ評価を行って新し
いモデルに切り替えられる点も、非常に利
便性が高いです」
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：大幅な効率向上に加え、AI 活用
文化の醸成

日経リサーチにおいて、AI 活用の効果は顕
著に現れています。その 1 つが、企業ホー
ムページ調査業務の大幅な効率化です。調
査を人力で行うと 1 社あたり 5 分から 10 

分かかるため 1,000 社分で 80 時間ほど
要し、その分の人件費がかかります。AI で
あれば約 50 分の １ のコストで処理も可
能で、大きなコスト削減になっています。
「そもそも 1,000 社分の作業を人力で実
施するとなると工数が膨大になるため、『や
らない』という判断になることもあります。
AI の活用により、今までやれなかったこと
ができるようになりました」（太田氏）
日経リサーチ社内で AI を活用する文化の
醸成も進んでおり、AI に関する勉強会や
チャットスペースでの情報発信が行われて
います。さらに、今まで調査を担当していた
人も、「大変な作業の繰り返しをシステム化
したい」と考えていた業務について AI と
対話してプログラムを書き始めるなど、大
きな変化が現れています。
加えて、専門人材が担当していた SAS 言
語でのコード生成も容易になりました。「特
殊だと思っていた SAS 言語も AI で書ける
ことがわかり、当社基準でジュニアレベル
のコードなら、AI に任せられます。学習効
果も含めてさまざまな使い道が広がってい
ます」（太田氏）
事業面では、AI 活用による付加価値創出が
進んでおり、従来では対応が困難だった幅広
い知識領域への対応も可能になり、顧客との
コミュニケーションに大きな変革をもたら
しています。「従来は調査結果の数値につい
て良好/不良の判定で終わっていた報告が、
『次のステップはこのような施策が効果的
です』『貴社の課題はこの部分にあると考え
られます』といった戦略的な提案まで踏み
込んで行えるようになりました」（太田氏）
同社は今後の展望として、AI 操作支援ツー
ルや外部サービスとの連携を可能にする 
MCP（Model Context Protocol）技術を
活用したさらなる業務自動化を計画してい
ます。「当社は受託ビジネスが中心なので、
AI の活用を社内の業務効率化の観点で考
えがちでした。しかし今回の取り組みをきっ
かけに AI の使い方を深く理解できたた
め、さらに新たな商品やサービスを開発し、
付加価値の高いものを作ることに応用して
いきたいです」と高橋氏は語っています。

導入効果
● 最大 50 分の 1：企業ホームページ調
査業務の効率化

● 複数の AI ワークフローを社内で運用
● 全社的な AI 活用文化の醸成
● 顧客への戦略的提案の品質向上

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock
● Amazon Elastic Compute Cloud
（Amazon EC2）
● AWS Lambda
● Amazon SageMaker

企業名：株式会社日経リサーチ
業種：総合調査
国名：日本
社員数：204 名（2025 年 1 月 1 日
現在）
ウェブサイト：
https://www.nikkei-r.co.jp/
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株式会社 Relic
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「人力で行うと膨大な作業が、AI だと 50 分の 1 程度のコストで処理できる
こともあり、大きな効率化とコスト削減になります。今後は商品開発やサービ
ス開発にも活用し、付加価値の高いものを作ることに応用していきます」

高橋 正剛 氏
株式会社日経リサーチ　経営企画室　R&D グループ部長
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企業概要
株式会社日経リサーチ
日本経済新聞社グループのマーケティン
グリサーチ会社。「気づきの力で世界を動
かす」を掲げ、企業や行政の課題解決を
支援している。1970 年の設立以来、市
場調査、顧客満足度調査、ブランド価値
評価、従業員意識調査など幅広い分野で
リサーチを実施。ビジネス・経済分野に強
い分析力とデータ活用力を活かし、クライ
アントの意思決定を支える高品質なリ
サーチサービスを提供している。


